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制度 ・体制
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LJACET ハ ン ドブ ッ ク第 二 集 の 作 成 を 終 わ っ て

　大学 設 置 基 準 の 改 正 に と も な い 、大学 の 学 部教育 課程 に お け る 外 国 語 教 育 の あ り方 に つ

い て の 見直 し が 始め ら れ た 。 本 委員会 で は 、ア ン ケ ー ト調査 を 中心 に x 平成 5 年度 以 降 の

約 160 大学 の 改革 動 向の 調査 ・分 析 を 行 い 、大学 に お け る 外 国 語 数 育 の 実態 を 明 ら か に す

る と と も に 、そ の あ り 方 に つ い て の 自 己点 検 ・評価基 準 の 作 成 を試 み た 。

　 ア ン ケ ー
ト調査 の 調 査 領域 は 以下 の 通 り で あ る 。

　　   学 部 ・学 科 教 育 課 程 の 中 の 外 国 語 教 育 に 関 す る 全 般 的 項 目

　　  外国 語 教 育 の カ リキ ュ ラ ム

　　  履 ｛彦幵彡態 と笛「」度

　　  入学 者選 抜 と 外 国 語

　　  授業

　　  成績 評価

　　  外 国 語教育 の 体制 ・条 件

　調 査 方 法 は 、 狛 95年 2 月 10日 〜 2 月 28 日 に 本 学 会理事 ・
評 議 員 ・研 究 企 画委員 お よ び 理

工 系 大 学等 に 勤 務 す る 本 学 会会 員 の 合計 352 名 に 無 記名 選 択 回 答 方 式 で 行 い 、回収 率 は 50

％ で あ っ た 。

　以 上 の よ うな 調査 ・分 析の 中 か ら 、本 ワ ー
ク シ ョ ッ プ で は特 に 「制 度 ・体制」　「カ リ キ

ュ ラ ム 」　「履 修 方 法 」　「入 試 ・授業 」 の テ ーマ に 焦点 を あ て 、そ の 実 態の 紹 介 と 論 議 は か

りた い 。

2 ．指f1度 。イ本制1

　 こ こ で は 、外国語教 育 と 単位 互 換 の 制 度 に 絞 っ て 論 を 進め た い 。 ま ず 、現 行制 度上単 位

互換が 可 能 な 対 象 機 関 間 等 の 種 別 は 以 下 の よ う な も の が 考 え ら れ る 。

　  海 外 留学 （a ） 長 期 lb〕 短 期 　  国 内留 学 　  放送 大学 　  京都 ・
大 学 セ ン タ

ー
方式 等

　  技 能審 査 の 合 格 （英 検 等 〕　   講 習 又 は 公 開 講 座 　  大学 ・他 大 学 　  同
一

大 学学部

　　間 　  大学 ・短 大 〔a ）他 大学 ・短大 （b） 同一法人 大学 ・短 大 　  大学 ・専 門学 校 （a ）

　　大 学 ・他専 門 学 校 〔b ） 同
一

法 入 大 学 ・専 門 学 校 　  短 大 ・短 大 　  短 大 ・専門学 校

　　 （a ）短大 ・他専 門 学 校 〔b） 同
一

法 入短 大 ・専 門 学 校

　 こ れ ら の 中 か ら本 ワ ー
ク シ ョ ッ プ で は 特 に 「技 能 審 査 の 合格 」 と 外 国語科 目 と の 単 位 互

換の 問題 を取 り上 げ た い 。

　 ア ン ケ ー
ト調査 で も 技 能検 定試 験 の 利 用 賛 成 者 は 反対 者 を上 回 っ て い る 。 し か し 、こ の

制度 の functional 　 meaning は い か な る も の な の で あ ろ う か 。砂 漠 を 旅 す る 賢明 な 旅 人 は 地

平 線 上 の
一

点 が何 を 意 味 す る か を察 知 する と い う e

　 し ば し 共 に 論議 し て み た い 。
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